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クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅱ

ＰＡＳ陽性物質の組織化学的検討および

ＶＰ神経節細胞集団のトポグラフィー
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Abstract

Theexperimentswereconductedwithfollowingtwoparts；１）thehistochemicalexa‐

minationsofthePAS-positivesubstancesintheventro-posterior（ＶＰ)，themedullaexterna

smalldorsal（d）andtheparsdistalisx-organi（PDX）describedpreviously，ａｎｄ２）the

topographicalobservationsofｔｈｅＶＰｔｏｕｎｄｅｒｓｔａｎｄｔｈｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎａｌｓｉｔｕａｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅ

ＰＡＳ－ｃｅｌｌｓｉｎｔｈｉｓｇｒｏｕｐ・Ｔｈｅｆｏｒｍｅｒｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｕｔｂｙｔｈｅｒｏｕｔｉｎｅｍｅｔｈｏｄｓ

ｏｆｓｔａｉｎｉｎｇｓｓｕｃｈａｓＢＥＮＮＨｏＬＤ,ｓｃｏｎｇｏｒｅｄ，ＤＥＩＴｃＨ,ｓｎａｐｈｔｏＩｙｅｌｌｏｗＳ，ＧｏＭｏＲＩ,ＳＡＦ，

ＨＥＩＤＥＮＨＡＩＮ,sironhematoxylin，ｔｈｅｉｏｄｉｎｅ，ＬＩｓｏＮ,ｓｓｕｄａｎｂｌａｃｋＢ，ＭＡＹＥＲ'sgentianviolet，

ＭｃＭＡＮｕｓ，ＰＡＳ，ｔｈｅＭＩＬＬｏＮ，ＭｏｗＲＹ,scolloidaliron，ｔｈｅｓａｌｉｖａ－ＰＡＳａｎｄｔｈｅｔｏｌｕｉｄｉｎｅ

ｂｌｕｅ・ＴｈｅｌａｔｔｅｒｓｗｅｒｅｃａｒｒｉｅｄｏｎｔｈｅｒｅｓｔｏｒａｔｉｏｎｏｆｔｈｅＶＰｇｒｏｕｐ，

ThepositivereactionswereobservｅｄｉｎｔｈｅＶＰ，ｔｈｅｄａｎｄｔｈｅＰＤＸｗｉｔｈｔｈｅＧｏＭｏＲＩ,ｓ

ａｎｄｔｈｅＭｃＭＡＮｕｓ,，ｂｕｔｏｎｌｙｉｎｔｈｅＰＤＸｗｉｔｈｔｈｅＭｏｗＲＹ,ｓａｎｄｔｈｅｔｏｌｕｉｄｉｎｅｂｌｕｅ・The

resultsindicatepossiblythatthegranulesandthecolloidalinthePAS-positivesmightbe

corresponｄｅｄｔｏａｎｅｕｔｒａｌ－ａｎｄａｎａｃｉｄ－ｍｕｃｏｐｏlysaccharides，respectively，

ＩｔｗａｓｒｅｖｅａｌｅｄｔｈａｔｔｈｅｎｕｍｂｅｒｓｏｆｔｈｅＰＡＳ－ｃｅｌｌｓｉｎｔｈｅＶＰｗｅｒｅｎｏｍｏｒｅｔｈａｎ６，ａｎｄ

ａｌｌｔｈｅｃｅｌｌｓｗｅｒｅｓｉｔｕａｔｅｄａｎｔｅriorlyinthisgroup．

著者は先報においてクルマエビの食道上および眼柄内の両神経節に分布する細胞をいくつかの集

団に分け，その特定細胞集団中にＰＡＳ陽性物質を検出したが，今回は特に，神経分泌物の可能性

のある食道上神経節の腹面後部細胞集団（ＶＰ）の当該物質を中心に組織化学的検討を加え，またこ

の細胞集団における当該物質を有する神経細胞の分布位置，細胞数等を明確にした．

実験方法

体重２～８９のクルマエビＰｅ"αe"ｓｊ”o"jczzJより食道上および眼柄内の両神経節を摘出し，

回,）と同一方法で組織標本とした．染色にはMAYERヘマトキシリン・エオジン重染色法の他，

前

組

＊鹿児島大学水産学部増殖生理学研究室（Lab・ofPropagationPhysiology，Fac・ｏｆFisheries，Ｔｈｅ

Univ・ofKagoshima，Kagoshima，Japan）
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織化学的検討のためMcMANus過沃素酸ScHIFF（PAS）法，GoMoRIアルデヒド・フクシン

法，MowRYコロイド鉄法，トルイジン青反応，沃素反応，BENNHoLDコンゴー赤法，MAYERケ

ンチアン紫法，LIsoNズダン黒Ｂ法，MILLoN反応，DEITcHナフトール黄Ｓ法，HEIDENHAIN鉄

へマトキシリン法等を適用した．なおＰＡＳ染色に関しては唾液消化試験（38°Ｃ，１hr.）をおこな

い，トルイジン青反応に関しては反応溶液をｐＨ３．０に設定した．以上の諸方法は佐野2)の紹介に

よった．

検討の対象として食道上神経節の腹面後部細胞集団（ＶＰ）と，眼柄内神経節の外髄小背面細胞集

団（d）の各ＰＡＳ陽性物質およびＸ器官末端部（PDX）のＰＡＳ陽性コロイド状物質を選び比較

対照した．

一方，上記ＶＰ細胞集団のＰＡＳ陽性物質を有する神経細胞（ＰＡＳ細胞）に関して，その分布

位置を明確にするため組織標本を顕微鏡複写して，ＶＰ細胞集団の復原をおこなった．

結 果

組織化学的検索：各反応の結果をＴａｂｌｅｌに示した．ＶＰ，ｄ両細胞集団の当該物質および

PDX部位のコロイド状物質はいづれも多糖類検出のＰＡＳ反応に陽性で，唾液処理によって消失

を示さない．一方，酸性粘液多糖類検出のコロＴａｂｌｅｌ･Histochemicalexaminationsofthe

PAS-positivesubstancesoftheVP-， イド鉄，トルイジン青両反応にＶＰ，ｄ両部位
ｔｈｅｄ－ｇａｎｇｌｉｏｎｃｅｌｌｓａｎｄｔｈｅＰＤＸ．

では陰性，ＰＤＸ部位では陽性を示し，後者の＋：Positive－：Negative＊：Ｎｏ
Ｓａｍｐｌｅ 陽性反応にはトルイジン青の異調性による赤の

RｅａｃｔｉｏｎｓｌＶＰｌｄｌＰＤＸ呈色が認められる°アミロイド検出のコンゴー
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ｓｕｄａｎｂｌａｃｋＢ

ｔｏｌｕｉｄｉｎｂｌｕｅ

＋

＋

＋

＊

＊

＊

＋

＊

一赤，沃素，ケンチアン紫各反応および脂質検出
十

のズダン黒Ｂ反応にＶＰ部位では陰性を示す．
＋

ｄ，ＰＤＸ両部位については両検出をおこなわ＊

十なかった．蛋白質検出のMILI‘ON，ナフトール

黄Ｓ両反応にＶＰ，ｄおよびＰＤＸ各部位の当
＊

＋
該物質は陰性を示す．神経分泌染色のアルデヒ

＊

ドフクシ>/にＶＰ，ｄおよびＰＤＸ各部位の当
＊

該物質は陽性を示す．MAYERヘマトキシリン

およびエオジンにＶＰ，ｄ両部位では陰性，

＋ＰＤＸ部位では陽性を示す．鉄へマトキシリン

にＶＰ，ｄ両部位では陰性を示す．ＰＤＸ部位
＊

につし､ては本検出をおこなわなかった．
＋

ＶＰ細胞集団におけるＰＡＳ細胞の分布位置

およびその細胞数：Ｐｌａｔｅｌ－Ⅲに１個体のＶＰ細胞集団に関して，その組織標本像を連続複写し

た結果を示す．複写はＰＡＳ陽性物質を有する細胞（ＰＡＳ細胞）と，細胞集団中の位置関係を比

較する目的で巨大神経細胞とについての承おこなった．P1ateⅣ-Ⅵには１０個体のＶＰ細胞集団

に関して，その組織標本の複写像より側面的（左図）および水平面的（右図）に復元した結果を示

す．但し各側面図において上方は食道上神経節腹面後部に接する．また両面図とも右側が当該細胞

集団の前方部に当たる．用いた標本の体重はＰlateⅣの４個体が２～４９，PlateV-Ⅵの６個



５

中村：クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅱ

百

５

PIate可

２０

｡
ロ

ExplanationofP1ates

Platesl-IIＩ

ＤｉａｇｒａｍｍａｔｉｃｃｏｐｉｅｓｏｆｔｈｅｓｕｃｃｅｓｓionalhistologicalsectionsoftheVP-ganglion
；groupfromposteriortoanterior･ｇｌ－ｇｌ４：ｔｈｅｇｉａｎｔｃｅｌｌｓｐｌ－ｐ５：ｔｈｅＰＡＳ－cells

cells．

PｌａｔｅｓｌＶ－ＶＩ

DiagrammaticrestorationoftheVP-ganglioncellsgroups・ｓｏｌｉｄｌｉｎｅｓ：ｃｅｌｌｓｏｆ
ｔｈｅｇｉａｎｔａｎｄｔｈｅＰＡＳｄｏｔｔｅｄｌｉｎｅｓ：ｃｏｎｔｏｕｒｓｏｆｔｈｅＶＰ－ｇａｎｇｌｉｏｎｃｅｌｌsgroups．

187



188 鹿児島大学水産学部紀要第23巻（1974）

Platell

紺 Ｃｌ〔Ｉ Cｌｑ ＧＩ認 ）鍔認

iｉ 菊
(】

＃＃＃Hｉ 諭

冠
毒 着雪 霜

＃
、



唖
、

189

寸
存
函

PｌａｔｅｌｌＩ

◎
制
ｍ
Ｆ
ｍ
Ｏ
Ｎ
－

偽
⑰
ぷ
隊
凹
蕃
各
旦
降
逼
口
山

迅
が
町
。

露霞

．
niE

中村：クルマエビの神経分泌に関する研究一Ⅱ



■０

190

&◎◎５勺３．ヨ

･ＤｏＱｏｏ－Ｄ０●●●･●●●●Q●●●QDO●●●●●●由●0●●●●O●恥OOOC●“●●00●●●●0Q●c●Ｃ 漁

LatemIUieuj

。

ｰ雪○ﾉＡ

ＳＧｍＰｌｅＮｕｍｂｅｒ

Ｚ。◎５Ｔ３．１

ＰｌａｔｅｌＶ

Ｈ◎rｊＥＯｎｔＱ（Ⅷｅｕ』

ワ

○ （
）

鞠 /b1重夢

〆･･･一・・・一・一一一一ー一一.~～･･･､、｡。２．．５丁ヨ◎Ｚ

鼠二：
!〈二ｐ〆

→dnterior

熱きr三三>≦;!Q二fⅢ ○七Ｐ
≦鋤

'

″・〆●●●ｇｏ・・・・●00●●Q句・9●｡．
b●●●●■

。､●●｡●、●●

0●

■●●●●Ｃｅ■●●●･●●●●●●●ヂ

鹿児島大学水産学部紀要第23巻（1974）

→QnterIor

２．．５Ｔ３ｏＬ

ｅの●学D●ＤｏｑＣ●●●■Q●●●①●●■●●~●■●●●●●●●｡●●●●■●●●●●･の●●●｡●●■～●･

ク

〆

句●

●句

●●●●●句

Xα） ●｡

■･甲●□

CO

ｆ

、

、
、
。
、

、

鋤哩

００●~●●●｡

てつ…７

秒〆
●●ｅ●●●●●

●｡

嬉



○

191

PｌａｔＧＶ

IZOう゚ ７３．１

lZoぅ７ｮｏ･１

■D

Gbも

ｌＺｏ９･T３ｏ６

○､､
○‘

＝弓■

○燕ｒ
●C●U

■■■e■

,････ﾛ｡.｡.p･･･｡．｡■､ﾛ…QL

綴

中村：クルマエビの神泌分経に関する研究一Ⅱ

体が５～８９であった．ＰＡＳ細胞は当該細胞集団の前方部に分布する．またその細胞数は個体の

大きさに関わらず一定で，４～６個を認めうる．一方，巨大神経細胞は当該細胞集団の後方部寄り

腹面正中線をはさんで大略対称的に分布する．その細胞数は個体に関わらず一定で，１４～１５個を認

めうる．細胞の大きさは前者で３０～40〃，後者では７０～100浬であった．
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考 察

ＶＰおよびｄ両細胞集団におけるＰＡＳ陽性物質はともに唾液消化試験に陰性であることにより

グリコーケンを除く多糖類と考えられる．また酸性粘液多糖類検出反応に陰性であることよりその

可能性はないと言える．一方，アミロイド検出反応に陰性であるが，本実験では対照標本を欠くこ

とより確定的な事は言えない．また脂質検出反応に陰性であることに関しても，本実験では標本作

報
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成に脂溶性有機溶媒を用いているため，本来，当該物質に脂質を含むものか否か不明である．蛋白

質検出反応には陰性であることよりその可能性はないと言える．神経分泌染色に陽性を示すことは

当該物質が神経分泌物である可能性を強めるものである．しかしGoMoR,染色法は一般に神経分泌

染色に用いられているとは言え，その特異性はないため当該物質の由来に関しては，あくまで神経

分泌の可能性にとどまる．以上の諸点より，LISON3）の組織化学的分類によれば当該物質は広義の

中性粘液多糖類である可能性が大きい．ところで十脚目の神経分泌に関する組織化学的検索の例は

少なく4)，一方，Ａ正ＷＹａｎｄＧＡＢＥ５）によると，昆虫類有趨上目の脳間部神経分泌物は中性粘液多

糖類或いは糖蛋白であり，組織化学的技法で両者を区別することは困難であるとしている．ところ

でＰＤＸ部位のＰＡＳ陽性コロイド状物質に関しては，酸性粘液多糖類検出反応に陽性を示すこ

と，および上記各反応の結果より判断して，酸性粘液多糖類である可能性が大きい

ＶＰ細胞集団に存在するＰＡＳ細胞は一定した数および分布を示すことより，特定の生理的機能

を荷っているものと推察される．

要 約

１．クルマエビの食道上および眼柄内両神経節の特定細胞集団（ＶＰ，ｄ）に認められるＰＡＳ陽

性物質とＸ器官末端部（PDX）のＰＡＳ陽性コロイド状物質に関して組織化学的検討を加えた．

２．ＶＰおよびｄ両細胞集団の当該物質は唾液処理により影響を受けず，また酸性粘液多糖類，

蛋白質等の検出反応に陰性であることより中性粘液多糖類の可能性が大きい．

３．ＰＤＸ部位の当該物質は唾液処理により影響を受けず，また酸性粘液多糖類の検出反応に陽

性を示すこと等より酸性粘液多糖類の可能性が大きい．

４．ＶＰ細胞集団の組織複写をもとにその復元をおこない，ＰＡＳ細胞の当該細胞集団に占める

位置とその細胞数を確認した．
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